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保健だより　　　　　　青桐保育園

もうすぐ新しい年がやってきますね｡今年一年をお子さんと振り返ってみる

とどんな年だったでしょうか?

きっと.お子さんは一年前よりもずっと大きく成長されているでしょうね｡

この時期､寒さも増し生活リズムも乱れやすいので風邪を引きやす(なりますC

元気いっぱいで新しい年を迎えられるように病気に負けない丈夫な身体を揮っ

ていきましょう｡

4>フbエ.ンザ諺斬る樹です

匝卦････A俵の高熱(aB℃-4廿℃),溺軌筋肉痛.関節痛･軌鼻札倦怠

感

匡軌･･t-.外から帰ったら､手洗いうがいをする｡
･都塵の温度は18-2和､湿度は80%世にする｡

d空気の汚れた人ごみに連れ出さない｡

･十分な体重､睡眠をとる.

桓与り噴壁画-個展炎.脱症など起こしやす(･急に意強がもうろうとし
た時は救急病院に急ぎましょうq

体力も抵抗力も手だ弱い小さいうちは.熟が下がっても次の日までお休みを

すると回復を早めることができますo

※インフルエンザと診断された場合は必ず連絡して下さるようお僻いします｡

登園時r健康の思僚｣に医師の許可が必要になりますQ

鰍夢をLつJl
時々.朝ごはんをロの周りにた(さんつけて登園して(る子がしヽ舌す｡

朝はJiタバタと忙しいですが.鹿を洗って髪をとかし.身の回りを椅既に

する習慣を小さいときからつけましょう｡すっきりした気分で一日が過ご

せます｡

卓/=夢L IL7タクルス鮮

E3タウイルス感染によって起こる腸炎です｡冬に多(､生後6ケ月から2歳

までの乳幼児に多いのも特赦です｡

匡卦十突放の激しい唖吐や.米のとぎ汁のような凱棟構度が1日に何回も
出ます｡手当てが遅れると脱水症状を引き起こしますq脱水症牡がな

ければ回復は早いので､水分補給に注意しましよう｡

匡可-- ･水分を少しずつ何回も与え､温かくしてあげますB
･消化の良いものを与えましょう.食欲のないとき.吐き気のあると

書は無理に与えず､水分のみにとどめましょう｡

･下痢をしたらお尻がかぶれやすいので､洗ったり拭いたりして清潔

にしてあげましょう｡

･感染力が強いので.できるだけ家でゆっ( LJ過ごしましょう｡

*　お盆hl断簡いときのケア　★

お座敷盈嗣子が軌鴫に島を上皇臥_ _筆触怠昆

食品 病状 从ﾙ?ｲ�a-タルト �:IXR�LJんご �-ﾙ|ﾘ�(/��なレすい か �+h.�*ｨ*(.��ラーメン �倡�H8b�6�4X4X�2����

下荊 浮�X ���0 ����X ���X 浮�

喝吐 閉� ���0 浮� ��X 浮�

偲槌 ���0 ��0 ���0 �*ﾒ�� ��

･X良い食品-0　避けたい食品･→X　症状による一一無印

にしまし

乳幼児は大人に比べ､水分率がとても多く, r下痢J r噴吐Jによって､体

内の水分が急激に奪われ.脱淡を起こしやすいです｡

体重1 k gにつき150-1柵G¢の水分が必要とします｡体重10kgの赤ちゃ

んなら一日1500-1BCDCCの水分が必要です. (食べ物からの水分棟取も含み

ます)　20066を5回飲ませるのではな(. 100ccを10回に分けるといった

少量にして頻回に与えましょう｡


